
受動喫煙は、乳幼児突然死症候群、子どもの
呼吸器疾患や喘息の誘発などの原因となりま
す。
特に保護者の喫煙によって子供の咳・たんな
どの呼吸器症状や呼吸機能の発達に影響が及
ぶことも。その他にも急性の循環器への影響
など、さまざまな報告がされています。

長崎県国保・健康増進課

2019年1月から喫煙をする際は周囲の状況に配慮す
ることが義務化されました。

飲食店・オフィス等の喫煙が認められていない場所以外
でも、周囲に人がいない場所で喫煙をするよう配慮が必
要です。

子どもや患者等、配慮が必要な人が集まる場所や近くに
いる場所等では喫煙をしないよう特に気をつけましょう。

受動喫煙による健康影響が大きい子ども、
患者等には特に配慮が必要です！

たばこを吸う前にまずはまわりを確認しましょう！


